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2)1000kN竪型サーボアクチュエータ-試験機 (試験体の最大寸法は､高さ 2.5m､幅 0.8m､奥行き 0.8m
程度｡動的､静的な各種プログラム加力が可能｡アクチュエーターの最大ストロークは250mm)
3)X線光電子分析装置 (ESCA)(試料の最表面 (5nm)を分析可能｡イオンエッチングを行うことで 深さ
方向の分析も可能)
1.2その他の装置
小型万能材料強度試験装置 (容量 100kN､スパン3.6m､材せい0.12m) 小型鋼製反力フレーム (高さ
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利用予想者数の調査､他機関-の施設や設備の周知を行い､円滑に公募が行えるように考えている｡辛
成 16年度の利用実績として､国内外で､10件､約25人であった｡●研究成果報告会
木質材料実験棟で行われた研究成果を広く社会に公開するために､研究成果報告会を平成 17年度以降年
1回の割合で開催し､成果報告集を製作する｡加えて､専門委員会を開催し､改善等必要な部分について議
論 ･検討をおこなっていく｡
4.研究成果紹介 .共同利用についての学術的紹介
現在までの実績を踏まえて､主な利用形態を紹介する｡
企業､都道府県の公設機関､またはそれらと個々の研究分野との共同研究による新規材料開発および用
途開発を行っている｡特に､材料開発には､プレス機や小型木炭焼成装置等が挙げられる｡また､その構
造評価には､走査型電子顕微鏡､X線光電子分析装置等を用いている｡加えて､様々な機関によって新規開
発された木質材料､または接合部､壁など構造躯体の評価も行っており､この評価には大型小型の両材料
試験機が活躍している｡また､銅製反力フレーム 500kN水平加力実験装置を用いて大型接合部や構造躯体
の性能評価も行っている｡このことより､本実験棟は､新規材料開発から､小さい部材レベル､構造躯体
までの総合評価を一括で行える総合的評価を目的とした実験施設である｡
実際には､ラグスクリューボル トを用いたラーメン構造の開発 (企業との共同研究)､コナラとカラマツ
の単板を用いたLVLの開発 (公設機関との共同研究)､接合強度の評価 (企業からの依頼)など､様々な実
験および開発を行っている｡
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